
 
 

1 

 

2022 年 12 月 15 日 

各 位 

会 社 名 株式会社エスクロー・エージェント・ジャパン 

代表者名 代表取締役社長 成 宮 正 一 郎 

 （コード番号：6093 東証プライム） 

問合せ先 取締役 管理本部担当 太 田 昌 景 

 （TEL.03-6703-0500） 

 

 

2023 年２月期通期の連結業績予想及び個別業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 12 月 15 日の取締役会において、2022 年４月８日に公表いたしました 2023 年２月期通期  

連結業績予想及び通期個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023 年２月期通期連結業績予想数値の修正について 

（2022 年３月１日～2023年２月 28 日）                （百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当り 

当期純利益 

前回公表数値（A） 3,904 555 596 401 9.24 

今回修正数値（B） 3,835 363 396 238 5.47 

増減額（B-A） △68 △192 △200 △162  

増減率（%） △1.8 △34.6 △33.6 △40.6  

（参考）前期実績 3,552 614 619 406 9.37 

 

 ２．2023 年２月期通期個別業績予想数値の修正について 

   （2022 年３月１日～2023 年２月 28 日）                     （百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当り 

当期純利益 

前回公表数値（A） 2,309 262 263 182 4.21 

今回修正数値（B） 1,951 100 99 45 1.05 

増減額（B-A） △358 △162 △163 △137  

増減率（%） △15.5 △61.9 △62.1 △75.1  

（参考）前期実績 1,978 270 272 183 4.22 
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３．修正の理由 

(1） 個別業績予想について 

当社の金融機関向けサービスにおいては、新規クライアントの獲得は着実に進むなか、下期以降、

住宅ローン市場停滞の影響を受け、期首に想定していた住宅ローンの取扱件数が減少いたしました。

また、不動産事業向けサービスの主力商品である「H’OURS（アワーズ）」においても、新規クライア

ントの獲得は着実に進んでおり、大量業務処理を行う中、品質の維持・向上のための投資を継続して

おります。しかし、サービス導入に関する事業者様の現場への周知に遅れが生じ、期首の受注計画に

遅れが見られました。 

以上より、通期の個別業績予想における売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益は、2022 年  

４月８日に公表いたしました業績予想を下回る見込みでありますので、上記の通り修正いたします。 

 

(2） 連結業績予想について 

子会社である株式会社エスクロー・エージェント・ジャパン信託の不動産オークション事業におい

ても、新規案件の獲得は着実に進んでおりますが、当期中の成約及び決済に遅れが見込まれておりま

す。さらに、2022 年 10 月より当社グループにおいて新たに事業を開始しております子会社の株式会

社サムポローニアにつきましては、順調に事業を開始し、当社グループの持続的成長への貢献を開始

しておりますが、事業開始にあたり必要なインフラ設備等の支出が発生したため、2023 年 2 月期にお

いては、売上高 350 百万円、営業利益△19 百万円、経常利益△19 百万円及び当期純利益△13 百万円

と、一時的に赤字となる見込みであります。株式会社サムポローニアの予想数値は、2022 年４月８日

に公表いたしました連結業績予想数値には含まれておりませんでしたが、今回修正後の連結業績予想

数値には同社の売上高等が含まれておりますため、連結業績予想数値の売上高の増減率は△1.8％とな

り、個別業績予想数値の売上高の増減率△15.5％に比べて軽微となっております。 

以上より、通期の連結業績予想における売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する  

当期純利益は、2022 年４月８日に公表いたしました業績予想を下回る見込みでありますので、上記の

通り修正いたします。 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、  

実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

以 上  


